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【理　念】
「安心、安全で信頼される病院を目指します」

【基本方針】

◎ 西諸の中核病院として、地域の医療機関と連携し、高度な医療を提供します

◎ 職員一丸となって、迅速な対応とチーム医療で、安全な医療を提供します

◎ 誠実かつ真摯 ( しんし ) な姿勢で日々研鑽 ( けんさん ) に努め、信頼される質の高い医療を提供します

◎ 自治体病院として、平等で心が通い合い、安心できる快適な療養環境を提供します

◎ 患者様と家族の満足を追求し、プライバシーの保護をはじめ患者様の権利を尊重します

～病院事業管理者のあいさつ～

小林市病院事業管理者　坪内　斉志

　新年明けましておめでとうございます。令和7年新春に際し、

小林市立病院を代表いたしましてごあいさつ申し上げます。

　2020 年 1 月 30 日、WHO がコロナ感染症について「国

際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を宣言し、約 5 年

経過しました。昨今は、散発する感染者はあるものの重症化す

る患者はほとんどなく、入院加療を要する感染者は極少数とな

りました。しかしながら今回の経験を教訓として、未知の新興

感染症に対する備えは常に必要です。皆様には面会制限等ご迷

惑をおかけしますが、医療資源の乏しい当地の脆弱な医療体制と、救急・入院医療を主

務とする当院と西諸医師会の先生方との「役割分担」をご理解頂き、引き続きご配慮を

お願いいたします。

　昨年も報告いたしましたが、近年は県単位での医療計画が推進され、当院の常勤医師

の陣容移行を鹿児島大学から宮崎県へと継続して進めています。しかし、宮崎県の医師

およびその診療科偏在の解消には未だかなりの時間を要する見込みで、依然当院の内科

常勤医確保は目途がつかない状況です。診療の根幹をなす内科医不在を、現存の外科系

常勤医で担う体制は限界に近く、救急科等の奮闘により綱渡りで対応しています。今後

も宮崎大学および宮崎県へ要望を続けて参りますが、医師会、議会および行政のさらな

る協力をお願いいたします。

　さて、昨年も宮崎大学、県立宮崎病院、鹿児島大学、鹿児島市立病院、いまきいれ総

合病院および今村総合病院（鹿児島市）から初期研修医２２名が来林しました。また、

宮崎大学医学部医学科５、６年生１８名が、恒例となりました当地での地域医療研修を

無事終了しています。引き続き選ばれる研修病院を目指しその体制アップデートに努力

いたします。
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小児科医長　中田　雅之

作業療法士　三宅　理加

小児科紹介

 

西諸華道連盟の皆様、

いつもありがとうございます。

リハビリテーション室紹介

　小林市立病院、小児科の中田雅之です。主に、発達、心について取り組んでおります。本人とご家族と

一緒に、どうすれば、より楽しく日々を過ごせるかを考えることを中心に活動しております。そのために、

役に立つものとして認知行動療法を紹介させていただきます。

　その考え方は日常診療で使っております。また、１日１名程度はセッションをやっております。これは、

適応的な考えに本人が気づき、体験して、自分の中心的な考えを適応的なものにする方法です。考え、気

持ち、行動、体の感覚の４つはお互いに影響しあいます。考え、行動に関して自分自身が適応的に変わっ

ていくことで、行き過ぎた感情をコントロールできることが増えるということを目指します。私と一緒に

考えて、計画をたてて、実際に日常生活で試していただくことになります。最終的には、自分が自分自身

に認知行動療法を行えるようになります。少なくとも週一回、12-20 セッション、多くは１６セッショ

ンで、１セッション 40-90 分、多くは 50 分です。本人も、ご家族も負担が大きいため、一番重要なの

は本人とご家族のいずれにも動機があり、セッションを受ける時間があることです。一人で出かけられる

ようになりたい、かわりたいなどの本人に強い動機が必要になります。

　最後に、認知行動療法を学びたいと思う方がいらっしゃったら、情報提供は可能です。相談していただ

けると幸いです。

　酷暑の夏から一転、突然の冬将軍到来と、急激な季節の変化に体調を崩す方も多かった年末でしたが、

どのような新年を迎えられたでしょうか。

　さて、皆さんは「レジリエンス」という言葉をご存知でしょうか。日本語では「回復力」「弾力」「再起力」

などと訳されます。元々は物体の弾性を表す言葉でしたが、昨今では心の回復力を表すものとして、様々

な場面で着目されています。

　想定外の自然災害、目まぐるしい社会情勢の変化など、予測困難で変化の激しい近年、立ちはだかる

壁に立ち向かう・困難に負けないということは、容易なことではありません。そのような状況の中で必要

になってくるのが、困難をしなやかに乗り越え回復する・適応する力、すなわち“レジリエンス”です。

　レジリエンスを高める方法として、①自分のこと（考え方の癖、大切にしたい物・事など）をよく知る

②成功体験を重ね、自己効力感を高める、③周囲との繋がりを持ちサポートを得る等が有効と言われてい

ます。

　もっと具体的に知りたい方は、ぜひ当院リハビリスタッフまで

お問合せください。

　私達リハビリテーションスタッフも、患者さんのレジリエンス

向上を目指し、今後も努めて参ります。
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　　医療ソーシャルワーカー　鶴　千江美

スタッフのひとこと

※アスクレピオスの杖
ギリシア神話に登場する医学の神、
アスクレピオスの持っていた蛇

（クスシヘビ）の巻きついた杖。

連 絡 先

 小林市立病院　地域医療連携室

T E L   0 9 8 4 - 2 3 - 8 2 2 5 （直通）

FAX   0 9 8 4 - 2 3 - 8 2 2 6

M a i l   k_hosp4@city .kobayashi . lg . jp

　新年、明けましておめでとうございます。

　今年は巳年、ヘビが苦手な人もいるかと思いますが、脱皮の特性から［再生］

と「治癒」の象徴とされ、実は医療や医術のシンボルとして救急車にも絵描かれ、

世界的にも使用されています。その由来は、ギリシャ神話に登場する医術の神が、

ヘビの姿で現れ、疫病から市民を救ったという伝説に有ります。

　世界的にも自然災害や感染症が蔓延し、自らの危機管理や予防対策を講じな

ければと新年の目標に掲げました。

手術室看護師長　福永　幸枝

＊バイオクリーンルームとは：空気中の塵やごみ、細菌を取り除く空調設備を備えた部屋

手術室紹介

手術器械の説明を受けている様子
（術式：人工膝関節置換術）

 

　当手術室は、手術室と中央材料室の併設で、手術室は 3 室（バイオクリーンルーム 1 室）あり、消化器外科・

腫瘍外科、整形外科、泌尿器科の手術を、年間約 500 件行っています。スタッフ数は 8 名で、2 次救急

医療機関として、緊急手術にも 24 時間体制で対応できるように待機体制をとっています。

　手術は、診療科医師、麻酔科医師、看護師、臨床工学技士など様々なスタッフが関わり、一つの手術を

安全に行うために協働しています。安全に看護を提供するには、術式だけでなく、手術体位、麻酔に関す

る知識、医療機器の取り扱いなど、さまざまな知識が必要となります。

　手術室は、ドラマなどでは見たことがあるけれど、手術を受ける時にしか入ることができない場所です。

いったいどんな所なのか・・。今回は、安全に看護を提供するために「学んでいる姿」の一部を紹介します。

周術期管理チームの認定試験
のテストを解き、麻酔科医と
答え合わせをします。
みんな、何点とれるかな ??

麻酔に関する勉強会の様子
（講師は麻酔科医　窪田先生）

毎日の小さな努力の積み重ねが 
歴史を作っていくんだよ。 

 

 
器械出しが得意な看護師に 

私はなる！！！ 


